















































症例数は食道癌 24例、胃癌 24例、結腸癌 12例、直腸癌 12例、膵癌 68例、














SNA (16/24)、ADA (19/24)、PSL1a (9/24)、変化率はいずれも低値であった。フコー



















結合性を持つ。CNLは、これまで癌研究において報告例は無く、T細胞や toll like 
receptorへの関与が報告されているのみである。膵癌研究において、他のTn認識レ
クチンと比較し優位性をもつことが示唆される結果となった。Tn抗原は 1980年代
より癌との関連が報告されている。各種癌の報告において、O型糖鎖はムチンに多
く含まれるとされ、短縮による細胞接着性の低下や、癌転移、浸潤能に寄与し、悪
性度との関連性が指摘されている。我々の結果からも、同様の結果が得られてお
り、レクチン染色による反応性の違いからも同様な糖鎖発現の評価が可能であるこ
とが示された。IPMNでもCNLは陽性率が高い。前癌病変と考慮すると、癌分化に
おける糖鎖発現においてもCNL認識糖鎖の関与が示唆された。 
結論： 
本研究は、浸潤性膵管癌に特徴的な糖鎖発現を認識するレクチン探索を目標と
した。レクチン染色により膵組織内の糖鎖発現の局在を示すことが可能であっ
た。正常膵管との染色結果の比較により、αβGalNAcを認識する CNLが、膵
癌に特徴的な糖鎖発現を認識することが示唆された。しかしながら、CNLが他
臓器を含めた正常組織内への反応性、血液凝集性を強く持つことから、血清内
糖鎖を認識する腫瘍マーカーやドラッグキャリアとしての応用利用は、現時点
では困難である。 
